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的
場
古
墳
群

　

市
内
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ

る
牛
塚
古
墳
を
主
墳
と
し
た
的
場

古
墳
群
に
は
、
三
十
基
以
上
の
古

墳
が
存
在
し
た
と
、
江
戸
時
代
の

地
誌「
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

」
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

墳
丘
が
確
認
で
き
る
古
墳
は
、
同

古
墳
を
含
め
て
二
基
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

平
成
19
年
に
、
牛
塚
古
墳
か
ら
西
へ
二
百
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た

下し
も

宿
じ
ゅ
く

東
ひ
が
し

遺
跡
で
実
施
し
た
発
掘
調
査
で
は
、
直
径
約
十
五
メ
ー

ト
ル
と
、
直
径
約
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
が
新
た
に
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
共
に
幅
約
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
周
溝

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
大
き
い
方
の
円
墳
か
ら
は
、
埋
葬

施
設
で
あ
る
石
室
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
石
室
は
川
原
石
を
積
み

上
げ
た
も
の
で
、
中
か
ら
銅
に
金
を
被
せ
た
耳じ

環か
ん

が
一
個
、
首
飾

り
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
青
・
水
色
・
紺
色
を
し
た
ガ
ラ
ス
製

の
小
玉
が
四
十
六
個
出
土
し
ま
し
た
。
二
基
の
古
墳
は
、
十
メ
ー

ト
ル
程
度
し
か
離
れ
て
な
く
、
周
辺
に
も
同
様
の
古
墳
が
存
在
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
発
見
は
、
書
物
で

伝
え
ら
れ
て
い
た
古
墳
が
実

際
に
存
在
し
て
い
た
証
明
と

な
り
、
今
後
、
的
場
古
墳
群

の
全
容
を
解
明
し
て
い
く
う

え
で
、
重
要
な
発
見
と
い
え

ま
す
。
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編集後記

市税納期のお知らせ
　12月は、国民健康保険税第6期
の納期です。
　忘れずに納めましょう。
問�い合わせ…国民健康保険課国保収
納担当・TEL224－5837

川越市
かわ　ごえ　　し　

 ドイツ

　オッフェンバッハ商
しょう

工
こう

会
かい

議
ぎ

所
しょ

と川
かわ

越
ごえ

商
しょう

工
こう

会
かい

議
ぎ

所
しょ

との友
ゆう

好
こう

ビジネス研
けん

修
しゅう

生
せい

として日
にっ

本
ぽん

に来て、市
し

内
ない

の企
き

業
ぎょう

で研
けん

修
しゅう

をし
ました。子

こ

供
ども

のころ、アニメや映
えい

画
が

、ゲームなどを通
つう

じて
日
にっ

本
ぽん

の文
ぶん

化
か

に興
きょう

味
み

を持
も

ちました。川
かわ

越
ごえ

は、近
きん

代
だい

的
てき

なビルば
かりでなく、伝

でん

統
とう

的
てき

な建
たて

物
もの

が多
おお

く残
のこ

っているのがすてきで
すね。休

きゅう

日
じつ

は居
い

酒
ざか

屋
や

で、歴
れき

史
し

を語
かた

り合
あ

うのが好
す

きです。特
とく

に、
日
にっ

本
ぽん

の戦
せん

後
ご

復
ふっ

興
こう

から現
げん

在
ざい

に至
いた

るまでの話
はなし

になると、時
じ

間
かん

を
忘
わす

れてしまいます。将
しょう

来
らい

は、異
い

文
ぶん

化
か

コミュニケーションの
研
けん

究
きゅう

家
か

になりたいです。
＊外

がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

の皆
みな

さんを対
たい

象
しょう

にした相
そう

談
だん

は、23ぺージを
ご覧

らん

ください。

 ドイツ／スリーム・クライさん

　「駅から、あるって5分」。友達に

通じなかったと、娘が嘆いていま

した。「あるって」を辞書で引くが、

無い。インターネットでは、東京・

千葉・北関東などの方言とありま

す。標準語では「歩いて」▶同様に、

人にぶっつく（ぶつかる）、氷をう

っかく（割る）、家をぼっかす（壊

す）、あげもん（揚げ物）。これらの

言葉も、方言の一部かも▶旅先か

ら帰る。見慣れた風景に、ホッと

します。目に見えない言葉もふる

さと。大事にしたいと思います。

世
せ

界
か い

の国
く に

から、こんにちは！

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

課
か

・TEL224－5506
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